
会議名 長浜市指定管理者選定委員会 第２委員会（第８回会議） 

日 時 令和２年３月２３日（月） 

審査対象 湖北みずどりステーション 

 

質疑応答 グッドスタッフ       
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決算報告書の中で第１８期のところですが、そこの損益計算書

のところで、下の方に特別損失のところで過年度損益修正損と

いうことで１億円ほどと書いてあるが、普通はこのようなこと

はあり得ないことと考えているが何故このような修正をされて

いるか理由を述べてほしい。 

平成２８年に熊本震災があり、その関連で弊社は約２，０００

万の赤字。特に弊社は公共施設の管理運営が主な部分もあり、

それと民間のホテル関係のサービス関係ウェーター、ウェート

レスの業務をやっており、これが半年間運営・営業ができなか

った。それと一番の要因は指定管理の中で平成２６年から５年

間、熊本県の南関(なんかん)町の温泉施設『うから館』を運営

しており、これが弊社にとって最初の大きな指定管理物件であ

り、これが毎年２，０００万ほどの赤字。正直に言いまして３

年半で撤退も考えたが、町からの強い要望もあり、５年は継続

してやってほしいとのことでギリギリまでやった結果、累積１

億円の赤字を抱えてしまった。正直に言って弊社は市町村関係

の業務を多くやっていることでどうしてもマイナスという部分

というのは業務・営業的に難しいという判断があって、税理士

と相談のうえ、一旦仮的に置いておこうと、ただこれ以上赤字

を膨らますことはできないので一旦ここで明確な財務処理をし

ようということで税理士と相談の上、結果的に３０年度、２９

年度において過年度修正をした。１億円の赤字となった温泉施

設については、昨年の３月末で町の方も施設を廃止するという

ことで弊社も指定管理期間５年間の満了で終わったので、現状

赤字物件の施設はない。今年度については、最終的に利益が

１，５００万程度、そして来年度以降新たに先ほど紹介しまし

た大きな物件である道の駅は収入で年間約３億円程度の施設等

を新たに受託しているので、これで次年度以降は毎年３，０００万

円の利益が確保できるということで、今のマイナス１億２、３

千万円をあと３年でなんとか黒字化できるという方向性ができ

ているので、今とりあえず赤字を減らすことに努力している。 

人員について、組織体制の５ページのところで先ほど職員の配

置については１５名体制と言っていたが、５ページの図を見る

と１７人、（２）の部分は採用８人、６ページの一覧表では１３

人しか書いていない、収支計画書だと人件費として１５名上げ

ており、数字がまちまちなのはどうしてなのか。書いている場
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（申請者） 
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（委員） 

 

 

 

所でまったく人数が違って整合性が取れていないように思う

が、そこを説明してほしい。 

まず人数的には組織図にある１５名がベースであり、その組織

図の下にある業務別の業務内容にかかる人数、６ページについ

ては通常の勤務シフトの表であり日々の出勤人数を表してい

る。そして、予算の方の数字に関しては毎年２％ほどの賃金ア

ップを考えているのでその数字を反映した数字になっている。

基本的には１５名体制である。 

１５名体制の内の８名が常勤で、あとは非常勤というか非正規

職員ということか。 

そういうことになる。 

地元の農業生産が減少していることで、台風の影響もあったが

生産が増えるということが無いと思われるが、それにどのよう

に対応するのかが説明ではわかりにくかったがどのように対応

するのか。 

まずひとつに事業計画の中でうたっている生産者の声・顔が見

える施設ということで、生産者になるべく施設に来てもらって

少しお客様と会話をしてもらったりして生き甲斐のある場所と

してのつくり方を考えている。 

農産物に関しては、まず実際その農産物が季節のごとにどうい

ったものができるかを我々がまず把握しないと何を優先的に販

売できるのか、例えばこの時期であれば生産者が作るものが一

緒になるので生産量がその月は多かったり翌月は少なくなった

りする、この場合どうやって客に提供するかとなった時、弊社

で管理している場所では市場から買い付けたりしている。地域

の農産物以外のものも入れている。というのは、お客様のニー

ズのための一つのアイテムとして考えているからである。また、

イベント的に例えば他の地域の農産物を用意することもイベン

トという形で実際行っている。どうしても地域で、季節季節で

農産物の量はあったり無かったり今の時期も正直そこまで無

い。ではそういう時期に道の駅として客のニーズに答えること

がどうしても必要になってくるので、地域外のものも一緒に販

売ということでそのニーズに答えると集客になるし、逆に言え

ば生産者に生産時期を調整してもらうこともお願いするケース

出てくると思われる。だぶらないように少しずらすなど。逆に

この地域であるならもっとたくさん入るので、弊社は仕入れ関

係を抑えるというやり方もできる。 

今の段階では農産物の出荷量の全体量が見えていないので、見

えた段階で生産調整ではないが販売量調整やってもらうことに

なると思う。長く販売するという形をとりたい。 

１３ページに達成目標と書いてありますが、そこの令和２年度

の利用者数が１０万２千人、そこの積算根拠のところ令和元年

の予測として年間１８万６千人と書いているが、これの積算根

拠をご説明いただきたい。 



（申請者） 
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まず令和元年の予測として年間１８万６千人は、データをもら

ったもので、それをベースに逆算したもので過去のデータから

比較して年間１８万６千人と想定した。弊社が管理する令和２

年の９月以降の場合は月割りで出したもので、１０万２千人。

７か月間のもの。令和３年以降は毎年２％程度アップ、これは

売上にも比例するが、最低目標２％としている。それを推移と

いう形で表示している。 

サイクリングへの取り組みということは結構なことで、県とし

てもやっていただきたいことかもしれないが、一般的にビワイ

チのサイクリング者は売上に結びつかないというのが他のとこ

ろでもよく聞く話であって、それが利用者の増加には繋がるが、

売上に結びつくとは一般的には考えにくい。あの人たちは農作

物を買うわけでも無く、荷台すら無い自転車で走っているわけ

で、サイクリングでの利用者を増やすことが売上という意味で

どのような意味を持つのかわからない。 

実際そうである。サイクリストの方は実際ほとんど買い物をさ

れない。だが、サービスを提供することで、情報提供。サイク

リストからの情報の広がりを期待している。そして、事業計画

にも書いてあるが、テイクアウト商品、食べ物を提供したい。

手軽に持って食べられるもの。安全運転上問題はあるかもしれ

ないが、気軽に食べられるアイテムを増やしていきたいと考え

ている。 

 

 



質疑応答  紅鮎           

（委員） 
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（申請者） 

 

 

 

 

 

私自身この計画書を読んで、夢が膨らむように感じた。非常に

色々な分野において緻密に計画をたてている気がした。ただそ

うであるがゆえに総花的な印象も正直受けた。そこで４年半ぐ

らいの期間の中で計画書に書かれたものがどこまで実現できる

か疑問を持った。４年半でどのくらいまでここに書かれたもの

が実現可能か。もちろん全部と言うこともあると思うが、その

辺りを聴きたい。 

総花的だと思いながら作ってはいたが、最終的にこの地域をど

うしていきたいかという部分で示さないと、なんのために道の

駅があるのか分かってもらえないと思い、すべて織り込んで書

いた。特に一番課題となっているのは、ずっと走っていたコミ

ュニティバスが無くなって、道の駅にアクセスできる人が車か

自転車だけになってしまったこと。地元の皆様も車でなんとか

たどり着いて買い物している人もいるが、実際昔よりも買い物

がしづらくなった、もしくは売上が減ったように感じるのは、

交通手段が無くなってしまったことが否定できないので、少な

くともコミュニティバスも含めた交通手段の確保に関しては、

４年半の間に必ず実現をさせたい。また、トイレの改善。自転

車の人が本当に増えていて、着替えたりする場所もなかなか無

い中で、非常にトイレが混みあっていて、そういった部分の改

善。もちろん売上をしっかり上げないことにはなかなか建物に

関することはおいそれとはできないが少なくともできるだけ売

上をしっかりあげて自己負担しながら業者と協力してトイレの

改修をする。その二点は必ず実現する。それに加えてレストラ

ンの改革に関して、あとマルシェ、地場産のものの販売につい

て、産直の皆の高齢化が進んでいて物が入ってこない日がある

ので、そのルートの確保、あとは売り場の構成をしっかり整え

ることで販売額を落とさないような商品の販売の仕方。レスト

ランの売り上げの上げ方というのを確立して、しっかりと軌道

に乗る経営をやっていくという部分を、４年半を通してやらせ

ていただきたいと思っている。それ以外の部分についても地元

の皆と協力してできるかぎり実現していくつもりでいるので、

決してできないやれないことを書いている計画ではない。その

辺りは含みおいてほしい。 

魅力的な計画で、特に２階の部分。ここにカフェ的なものを設

置するということだが、厨房は下にあるので、下から上に持っ

てくという形の運営になるということを想定しているのか。 

そうなる。どちらかといえば、テイクアウトしてもらった状態

で、自身で２階に持っていってもらって、処分だけはうちでし

っかり清掃を含めて綺麗に保つ必要があるので、ゴミを捨てら

れた後の部分についてはこちらで管理しようと思っているが、

基本的にはご自身で上に持っていてもらうことを想定してい

る。 



（委員） 
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最初の方にあった共同体というかＪＶ(ジョイントベンチャー)

のようなものについてだが、今のところは紅鮎で申請している

が、何かジョイントベンチャー的なものを作ってやるつもりな

のか。 

この件に関しても、将来的には新しい会社を立ち上げてするの

が一番の理想とは思っており進めたいが、今回の指定管理に手

を上げるということが最初に皆が同じ温度感に持っていくとい

うことがなかなか難しい部分があるので、まずは、リスクはう

ちで取って、必ずこれが軌道に乗りそうであるという部分の確

信、一番は委託をしてもらわないと話が進められないので、そ

れもあって、実際出資してもらうとまでは話を進めてはいない

が、この計画を一緒に作っていく中でかなり地域に対して貢献

もできる計画だと思っているのでゆくゆくはしっかりと皆と一

緒に企業を立ち上げるところまで持っていきたいと思ってい

る。 

新しい事業をやるという形になると思うが、令和２年について

は広告宣伝費として５０万、それ以降２００万円あげているが、

新しく指定業者を受けてどのようなＰＲをしていくつもりか。 

基本的にＰＲというと紙面であったりチラシというものが今ま

での手法であったと思うが、今回サービスデザインを主体とす

る会社も入っているというところが同じようなブランドの価値

観、ブランドの力を合わせて外に発信していくという部分で、

インスタグラムであったりＳＮＳをしっかりと利用していくと

いう部分を主軸に据えてやっていくので、そこまでお金をかけ

ずにまずがスタートをして、軌道に乗り始めたところでしっか

りと実際の紙面などにお金をつぎ込んでいければと思ってい

る。 

補足として、２階をカフェに使う目的のもう一つに、計画書に

もあるが、地域おこし協力隊や地元ですでに活躍しているプレ

イヤーの人が活動の発表会をしたり、クラウドファンディング

の説明会をする場としても場所を貸出、提供したいと思ってい

る。ある意味広報的にはそういった人々の発信力を双方合意の

上で借りることでどちらにとってもどんどん広げてゆける。そ

こにＳＮＳなどの力も充分にいかしながら、なるべく大きな広

報費を投下せずに効果的にささる人にささっていくという形で

進めていきたいと思っている。 

 

 

 



審査                               
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（委員） 

（委員長） 

 

事務局から流れを補足させていただきたい。本来だと当委員会

では最もふさわしい候補者と、次点の候補者を決めるかどうか

についても審議しているが、グッドスタッフについては、すで

に最低制限得点を越えなかったという結果になっているため、

今回の審議については、最もふさわしい候補者が紅鮎で良いか

という審議のみをすることとなるので、お願いしたい。 

紅鮎で良いと思っているが、両団体とも施設の老朽化という部

分での課題を示していた。紅鮎も譲渡という部分について、施

設の老朽化、あるいはトイレの拡大というような点もでていた

ので、今後施設の設置者としての考え方なりを整理して、指定

管理者と充分に話し合いをしてもらいたい。 

紅鮎については地域の方々と共存してやっていくようなイメ

ージでとても良いと思っているので、ぜひとも活躍してほしい

と思っているが、先ほどもあったように施設の老朽化も含めて

市としてどのように対応していくかも今後検討になるかと思

うので、その点をお願いしたい。 

紅鮎は非常に念の入った良い計画であったと思うが、やや財政

基盤に不安なところもあるので、その間、他の様々なアクター

と連携を深めながら実現をしてもらえれば良いと思う。 

紅鮎に提案については、良いことづくめのようなニュアンスも

あるが、目標を高く持ってやろう、そして、地元と一体になっ

てやろう、という姿勢が強く感じられたし、ただ実現に向けて

は施設の改修であったりと設備投資が一定必要であるとは、は

っきり言われなかったので、その点を、他の委員が言っている

ように、しっかりと協議の上で進めていかないと、いわば設備

投資したのに改修できないということになりかねないので、し

っかりとお願いしたいと思っている。 

私もほぼ同じようなことです。地元の近くにいる企業なので地

元の情勢に明るいと思うし、なによりも計画の緻密さ、幅広さ

というものを強く受けた。アクターのネットワークが非常に広

いというか、大きいということに魅力を感じた。また、非常に

地域活性化、地元の人々との共存も含めて、地元の情勢を考え

ながら、施設を活かしていこうという意気込みを強く感じた。

色々と修繕等で経費もかかるかもしれないが、その辺りは市や

県と検討してもらって、より良い施設として利用してもらうこ

とを願っている。そういう意味で紅鮎で良いと思う。 

それでは、只今いただいた意見をふまえて、この委員会では株

式会社紅鮎を指定管理者候補として最も適当と判断して良い

か。 

異議なし。 

それでは、湖北みずどりステーションの指定管理者候補の選定

審査については、只今決定した通りとする。 

 


